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1　は　じ　め　に

トルコギキョウの高品質生産のためには，良質苗を安定

的に供給するセル成型育苗法の開発が求められている。

そのため，育苗に適した培地の選定と作期別施肥法につ

いて検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1995～1996年

（2）試験場所：久慈市宇部町（接高20cm）．旧岩手県園

芸試験場高冷地開発センター，雨よけハウス内

（3）供試品種：あずまの粧，あすかの漣

（4）試験規模：1区50株，2連制

（5）供試条件

1）育苗培地の種類及び施肥法

区各　　　育苗培地
糀被覆刺は加里■■　基肥窒素量（m

朝娼（g／り　培酎　披覆朋餉里＼

基メトロ十純1gメトロミックス湖　　　1　　　52　120

肥　〝　′2g　　　　　　　　　2　　　52　　240

メトロ　　　　目口ミックス澗　　　　0　　　　52　　　　0

追システム　　　システムソイル　　　　　0　　　100　　　0

肥七掘出－170　セ痛専鵬土ト170　　0　　170　　　0

セノ増土ト220　セ臓専鵬土ト220　　0　　　220　　　0

債行メトロミックス謝lクレハ臣芸培土2　　　0　　26－招00　　0

注．追肥型：窒素100mgx4回／トレイ
追肥時期：3月は種；5月2日，7日，16日，22日

5月は種；6月18日，25日，7月2日，
9日

1）：細粒被覆燐硝安加里；マイクロロングトータル
201－70日タイプ（12－10－11）

2）：慣行のメトロミックス360とクレハ園芸培土は
等量混合

2）追肥量

処理窒素量　散布方法
組合液肥2号

50喝×8回　1，000倍　8回

100曙×4回　　500倍　4回

100喝×5回　　500倍　5回

3）追肥時期

は種期　開始　　最終
3月25日　4月19日　5月16日

5月2日　5月22日

5月17日　6月18日　7月9日

6月25日　7月14日

（6）栽培概要

1）は棒期（定植期）：3月25日（5月29日）

5月17日（7月18日）

2）育苗法：セル成型育苗，育苗トレイ；合成樹脂製

288セル（容量9mの，慣行区；精育苗

育苗培地：メトロミックス360（供試条件2，3）

3）栽植様式：畦幅180cm，株問12cm，条間12cm

（8条植え）白黒ダブルマルチ3812

4）施肥星（kg／a）：窒素1．0，リン酸1．0，カリ1．0

3　試験結果及び考察

（1）育苗培地の種類及び施肥法

1）3月は種における定植時の苗の大きさ及び根鉢形

成はメトロミックス360に細粒被覆燐硝加里を培地1ゼ当

たり2g施用する基肥型培地（以下区名表示）が他の区よ

り向上した。追肥窒素をトレイ当たり400mg施用した追肥

型培地では，セル培土N－170区の地下郎垂，根鉢形成が

勝っていた。次いで，メトロ区，システム区の苗質が良好

であったが，セル培土N－220区では根鉢形成前の苗の割

合がやや多かった。また，メトロ＋細粒1g区以外のセル

成型育苗区の苗の大きさは慣行育苗より勝った（表1）。

2）採花時の切り花長はセル成型育苗区が慣行育苗区

より勝った。

3）5月は種における定植時の苗の大きさや根鉢形成

は基肥型のメトロ＋細粒2g区，追肥型培地区ではメトロ

区，システム区で勝ったが，メトロ＋細粒1g区．メトロ

＋細粒2g区では欠株が多かった。

また．追肥型培地のセル培土N－170区，220区は根鉢形

成が不良で欠株もやや多かった（表2）。

（2）追肥量（表3）

500倍5回施用区（追肥合計量：500mg／ゼ）の苗が大き

かった。次いで．500倍4回施用区，1，000倍8回施用区

（追肥合計量：400mg／β）の苗質が良好であった。

（3）追肥時期（表4）

追肥開始時期が早いほど地下部垂が勝ったが，地上部垂

は同程度であった。葉色は追肥打ち切り時期が早くなる追

肥開始時期が早い区ほど抜かった。

4　ま　　と　　め

（lIトルコギキョウのセル成型育苗における3月は種で

の基肥型培地としてはメトロミックス360に細粒被覆隣硝

安加里を2g施用する方法が適していた。

また，追肥型培地として3月，5月は種ではメトロミッ

クス360，システムソイルが適していた。

基肥型培地は低温期の3月は種に適しており，5月は種
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表1基肥型培地，追肥型培地の定植時の苗質と採花時品質（3月は種）

定植時の宙質（65日日：5月29日） －　採花時品質

皆　野季語
10株乾物垂

（g）　（g）

根鉢1’（％）垂数　葉身長区　名

メトロ＋細粒1g

（対）（cm）　◎　　○　　●　　△　エ2こ　Rユ）

2．0　　1．0　　　0　　　60　　　30　　10　　0．06　　0．03 5．6　　88．8　12．0
2．1　1．5　　　20　　　70　　10　　　0　　0．09　　0＿07メトロ＋細粒2g 6．0　　89．6　12．5

ト　　　ロ　　2．1　1，6　　　30　　　30　　　30 10　　0，09　　0．04 5．0　　90．2　13．0
ム　　2．1　1．4　　　0　　　60　　　20

土N170　2，1　1．5　　40　　　20　　　30
20　　0．09　　0．04 4．8　　89．2　13．7

10　　0．10　　0．06 6．5　　90．5　12．5
30　　0．10　　0．04 5．3　　90，2　14．7セル培土N220　2．1　1．4　　　30　　10　　　30

2．1　1．3　　　－　　　－ －　　　0．08　　0．03 6．5　　84．9　13．6
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（セル底部1cm程度以内に根鉢形成）
（セル底部に根が巻き始める）　△

表2　基肥型培地，追肥型培地の定植時の菌質（5月は種）

根鮎梵闇禦ノ滝蒜讐鎧戸鉢形成）

定植時の宙質（63日日：7月22日）

区　名

メトロ＋細粒1g

乗数　黄身長 根鉢＝（％）

（対）　（cm）　　○　　　●

10株乾物垂
TZ）　　R3）
（g）　（g）

2．3　　1．5　　100　　　　0

メトロ十細粒2
0　　　0．23　　0．19

2．5　　　1．9　　100　　　　0 0　　　0．29　　0．18　　　8．3

ト　　　ロ　　2．5　　1．8　　100　　　0　　　　0　　　0．23　　0．19　　6．2

2．3　　1．5　　100　　　0　　　　0　　　0．21　0．18　　7．5　　16．4

2．1　1．2　　　30　　　70　　　　0　　　0．12　　0．09　　5．4　　13．6

セル培土べ220　　2．1　1．1
慣　行

50　　　40　　　10　　　0．08　　0．08　　7．2　　14．4

2，1　1．3　　　－　　　－　　　－　　　0．27　　0．08　　9．2　　15．4

注．1），2），3）：表1と同じ

表3　追肥員による定植時の苗質と採花時品質（5月は種：あすかの漣）

定植時の宙質（65日日：7月21日）
根鉢■）（％）　　　　10株乾物垂

採花時品質
有効花

（対）（。m）　○　　●　　△　エ2こ　凡3こ　柴色　てこ孟芦琴佃野
切花長

（g）　（g）　　　　、Luノ　（個）

処理窒素星　　　　　葉放　棄身長

50曙　8回（1 000倍　8回）　2．6 1．7　　100　　　0　　　　0　　　0．22　　0，10　　32．1　90．5　10．2

4回　（500倍　4回）　2．5 1．6　　100　　　0　　　0　　　0．23　　0．15　　30．4　　91．0　10．5

5回　（500倍　5回）　3．0 1．9　　100　　　0　　　0　　　0．34　　0．14　　33．0　　93．0　11．3

注．組合液肥2号1，000倍区は3－4日間隔で施用（1週間に2回施用）．500倍区はほぼ1週間間隔で施用，追肥開始
時期：6月18日，定植時期：7月18［］
1），2），3）：表1と同じ

表4　追肥時期による定植時の苗質と採花時品質（あずまの粧）

追肥時期　　　　　　　　　　　　　　　定植時の宙質
根鉢■）（％）

（月．日）（札日）（対）　（叩）　　○　　　●　　　△
く月1謂）′野埠、′崇径、莞契　彙身長
は種期 10株乾物垂

T2I R3）　葉色
（g）　（g）

採花時品質

切花艮
（cm）

有効花
蕾　数

（個）

3・25　三二1冒　喜二呈…　三二？i：喜　Z3　33　壬3　8：3…　3二8号　霊：9　諾：…　壬∃：呂

5・17　喜：去g
7．9　　2．6　　1．6　　　90　　10　　　　0　　　0．24　　0．16　　27．7　　83，0　10．0

7．14　　2．5　　1．7　　　80　　　20　　　　0　　0．25　　0．13　　32．8　　79．4　11，0

注．追肥開始時期
定植時期：5
1），2）．3）：

には適さなかった。
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100mgを4回施用する。（組合液肥2号を500倍で500ml／トレイ施用），

施用で良い結果を得た。

追肥型培地は3月，5月は種とも適していた。　　　　　（3）追肥開始時期は，は種後25～30日で宙質が向上した。

（2）追肥法としては，窒素星100mgを1週間あきに4－　　また．最終追肥時期を定植のはば，1週間前に行うことで

5回施用するか．または50mgの場合，3－4日間隔の8回　　定植時まで葉色が維持された。
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